
2月25日（月）14：00～15：00
湘南さくら病院 1階 作業療法室

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾1833

茅ケ崎駅､湘南台駅より
神奈中バス｢文教大学｣下車､徒歩8分

茅ケ崎駅 辻堂駅

湘南
さくら病院

寒
川
駅 47

404

43

新湘南バイパス

湘
南
台
駅

小
田
急
江
ノ
島
線

1

認知症を運動で予防しよう ～運動と楽しむことが大切です～
　運動に合わせて頭をつかうことで、認知
症の予防効果は高まります。効果的かつ
室内でもできる運動について、当院の作
業療法士が実例を交えてわかりやすく
説明しますので、是非ご参加ください。

次回予告
3月25日（月）開催

講 

師

湘南さくら病院
リハビリテーション科

栗原 千明 作業療法士

次回予告
3月下旬開催予定

2月25日（月）13：00～14：00
湘南東部総合病院 東館1階 講堂

日 時

会 場

アクセス

お問合せ
湘南東部総合病院
☎0467-89-3633（地域連携室）
茅ヶ崎市西久保500

JR茅ケ崎駅北口および
茅ヶ崎市内各所より無料シャトルバス

医学講座 参加無料参加無料

新湘南バイパス

北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

北口

中央公園

茅ケ崎駅

湘南東部
総合病院

45

1

こころの健康管理をめざそう！ ～うつ病の理解と対応について～
　「うつ」…最近この言葉をよく耳にする
ようになりましたが、どのような症状が
うつで、どのように対処すればよいのか
わからない方も多いと思います。
　このうつ病の症状や対応について、
当院精神科の成田医師が皆さまに詳し
くお話させていただきます。

講 

師

湘南東部総合病院
精神科

成田 耕介 医師

湘南東部総合病院
血液内科

岡部 雅弘 医師

科
の
代
表
的
な
診
療
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
院
（
湘
南
東
部
総
合
病

院
）
で
は
、
が
ん
の
一
種
で
あ

る
「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
に
対
し
て

化
学
療
法
（
入
院
ま
た
は
外
来
治

療
）
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

悪
性
リ
ン
パ
腫
は
、
白
血
球
の

一
種
で
あ
る
リ
ン
パ
球
に
異
常
が

発
生
し
て
、
次
々
と
増
殖
し
て
し

ま
う
病
気
で
す
。
リ
ン
パ
節
の
腫

れ
や
発
熱
、
体
重
の
減
少
な
ど
の

症
状
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
プ
に
も

よ
り
ま
す
が
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
は

化
学
療
法
の
効
果
が
期
待
で
き
る

病
気
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

進
行
期
で
あ
っ
て
も
、
完
全
寛
解

を
目
標
に
治
療
し
て
い
き
ま
す
。

　

心
配
な
症
状
は
、
当
院
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

■
湘
南
東
部
総
合
病
院

　
診
察
予
約
（
８
時
〜
17
時
）

　
☎
０
４
６
７・８
３・９
１
９
２

切
れ
〉〈
動
悸
〉
な
ど
が
、
貧
血

症
状
と
い
え
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

減
少
が
原
因
で
発
生
す
る
動
悸
な

ど
が
、貧
血
の
症
状
な
の
で
す
ね
。

　

Ａ
．
は
い
。
そ
の
ほ
か
、
貧
血

の
原
因
に
、
消
化
器
疾
患
や
婦
人

科
疾
患
な
ど
の
別
の
病
気
が
隠
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
貧
血

と
診
断
さ
れ
た
ら
、
症
状
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
「
血
液
内
科
」
を
受

診
し
、
詳
し
い
検
査
で
原
因
を
調

べ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
Ｑ
．
貧
血
の
ほ
か
に
、
血
液
内

　
Ｑ
．
立
ち
く
ら
み
が
あ
る
と
、

よ
く
「
貧
血
？
」
と
心
配
さ
れ
ま

す
よ
ね
。

　

Ａ
．
確
か
に
そ
の
よ
う
に
思
う

方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
が
、

単
な
る
〈
立
ち
く
ら
み
〉
は
、
実

は
貧
血
症
状
で
は
な
い
の
で
す
。

　

貧
血
と
は
、
血
液
の
赤
い
色
素

で
あ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
減
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
は
酸
素
を
運
ぶ
役
割
を

し
て
お
り
、
こ
れ
が
減
る
と
体
の

酸
素
不
足
が
起
こ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
発
症
す
る
〈
息

　

Ｑ
．
病
院
の
診
療
科
目
「
血
液

内
科
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
病
気

の
診
察
・
治
療
を
行
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
？

　
（
岡
部
医
師
・
以
下
同
）
Ａ
．

血
液
内
科
で
は
、貧
血
や
白
血
病
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
、
多
発
性
骨
随
腫

な
ど
を
主
と
す
る
血
液
疾
患
の
診

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
科
目
に
よ
っ
て
は
疑
問
に
思
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。「
血
液
内
科
」
も
そ

の
一
つ
で
、
湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
貧
血
や
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど
の
診
察
・

治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
の
岡
部
雅
弘
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

多
く
、
彼
女
も
健
診
で
の
胸
部
Ｘ

線
検
査
で
“
影
”
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。若

く
て
も
罹
患
し
や
す
い

　
「
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
」
と
い

う
病
気
は
、
20
代
の
若
い
人
に
も

発
症
し
ま
す
。「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」

に
お
け
る
割
合
は
10
％
以
下
で
あ

り
、
そ
こ
ま
で
高
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
と
い

う
病
気
自
体
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
注
意
を
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

治
療
は
専
門
医
に

　

抗
が
ん
剤
の
効
果
に
定
評
の
あ

る
が
ん
の
一
つ
で
あ
り
、
適
切
に

治
療
す
れ
ば
完
治
も
の
ぞ
め
ま

す
。
早
期
発
見
の
た
め
の
検
査
や

心
配
な
症
状
の
診
察
・
治
療
に
は
、

血
液
内
科
専
門
医
が
在
籍
し
て
い

る
専
門
的
な
病
院
へ
早
め
に
か
か

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

血
液
の
が
ん
で
あ
る
「
悪
性
リ
ン

パ
腫
」
の
一
種
で
す
。

全
身
に
あ
る
リ
ン
パ
に
「
が
ん
」

　

こ
の
「
悪
性
リ
ン
パ
種
」
と
は
、

白
血
球
の
中
に
あ
る
リ
ン
パ
球
が

が
ん
化
し
て
増
え
る
病
気
で
、
塊

を
つ
く
る
性
質
が
あ
る
た
め
に
、

首
や
わ
き
の
下
、
足
の
つ
け
根
な

ど
に
あ
る
「
リ
ン
パ
節
」
が
腫
れ
、

そ
の
違
和
感
で
こ
の
病
気
に
気
が

つ
く
人
が
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
リ
ン
パ
組
織
は
全
身

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
し
か

も
他
の
部
位
か
ら
の
転
移
発
生
も

あ
る
の
で
、
気
づ
き
に
く
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

高
熱
や
寝
汗
、
体
重
減
少
な
ど

の
症
状
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
初

期
に
は
症
状
が
全
く
な
い
場
合
も

た
選
手
が
い
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
？

　

現
在
で
は
、
世
界
選
手
権
に
出

場
す
る
ま
で
に
回
復
し
て
い
る
と

の
報
道
が
あ
り
ま
す
。
彼
女
の
病

名
は
「
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
」。

出
場
直
前
に
発
覚

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
出

場
直
前
に
、
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
日

本
代
表
選
手
に
が
ん
が
見
つ
か

り
、
出
場
後
か
ら
治
療
を
開
始
し

む
こ
と
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
」
に
よ
る
治
療
が
あ
り
ま
す
。

画
期
的
な
が
ん
治
療

　

こ
れ
を
湘
南
地
域
で
実
施
し

て
い
る
「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」

（
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０
）
の

泌
尿
器
科
担
当
医
・
下

平
憲
治
医
師
は
次
の
よ

う
に
話
し
ま
す
。「
腹

部
に
数
カ
所
の
小
さ
な

穴
を
開
け
、
精
密
な
カ

メ
ラ
や
鉗
子
を
も
つ
ロ

ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作
し

て
手
術
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
不
可

ど
と
よ
く
相
談
し
て
決
め

て
い
き
ま
す
。
そ
の
治
療

法
の
一
つ
に
、
手
術
跡
が

開
腹
手
術
に
比
べ
て
小
さ

く
、
入
院
日
数
も
短
く
す

　
「
前
立
腺
」
と
は
、
男
性
ホ
ル

モ
ン
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
男
性

特
有
の
小
さ
な
臓
器
（
ク
ル
ミ
位

の
大
き
さ
）
で
、
膀
胱
の
下
に
位

置
し
、
尿
道
を
囲
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
臓
器
に
発
症
す
る
「
前
立

腺
が
ん
」
は
、
初
期
に
自
覚
症
状

が
あ
ま
り
な
い
の
が
問
題
で
す
。

そ
こ
で
前
立
腺
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
を
測
定
す
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
が

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
の
治
療
法
は
複
数

あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て
主
治
医
な 参加した中高年男性は熱心に聞き入っていた

た
。

　

当
日
、
市
民
公
開
講
座
の
講
師

を
務
め
た
森
山
正
敏
医
師
（
湘
南

東
部
総
合
病
院
・
泌
尿
器
科
）
は
、

「
前
立
腺
が
ん
は
、
早
期
に
発
見

で
き
れ
ば
完
治
す
る
可
能
性
が
高

い
病
気
で
す
。
男
性
の
方
で
50
歳

を
過
ぎ
た
ら
、
ぜ
ひ
定
期
的
に
Ｐ

Ｓ
Ａ
検
査
を
含
ん
だ
『
前
立
腺
が

ん
検
診
』
を
お
受
け
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
、
湘
南
東
部
総
合

病
院
が
主
催
す
る
市
民
公
開
講
座

「
前
立
腺
が
ん 

早
期
発
見
で
快
適

な
生
活
を
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
市
民
公
開
講
座
で
は
、
前

立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
に
有
効
と

さ
れ
て
い
る
「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」
を

無
料
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
当
日
の
参
加
者
は
60
名
を
超

え
ま
し
た
。
医
学
系
の
講
座
の
中

で
も
、
特
に
大
盛
況
と
な
り
ま
し

　

昨
秋
の
２
０
１
８
年
11
月
30

日
、
茅
ヶ
崎
市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ

　

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
に
あ
る
「
湘
南
東
部
総
合
病

院
」
で
は
、
前
立
腺
が
ん
に
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
用
し
た
先
進
的
な
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

前立腺

尿道

膀胱

精巣

精嚢

直腸

ロボットアーム

助手

医師

能
と
さ
れ
て
い
た
角
度
か
ら
の
視

野
確
保
と
、
大
画
面
を
見
な
が
ら

鉗
子
を
自
在
に
動
か
す
こ
と
で
細

密
な
手
術
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
出
血
量
が
き
わ
め
て

少
な
く
す
む
こ
と
も
、
大
い
に
注

目
す
べ
き
内
容
で
す
。

　

さ
ら
に
、
開
腹
手
術
と
同
等
の

制
が
ん
効
果
が
あ
る
上
に
、創（
き

ず
）
が
小
さ
く
、
腹
腔
鏡
手
術
と

比
較
し
て
も
合
併
症
か
ら
の
回
復

が
早
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
先
進

的
な
手
術
治
療
で
す
。

　

前
立
腺
に
関
す
る
お
悩
み
は
、

ぜ
ひ
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
東
部
総
合
病
院
（
代
表
）

    

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
１
１

悪性リンパ腫の
主な発生部位

甲状腺

肺

胃・腸 腋窩
リンパ節

脾臓

腹部
大動脈

後腹膜
リンパ節

鼠径部リンパ節

頸部
リンパ節

縦隔リンパ節
胸線

咽頭

扁桃

鼻腔など

参考「がん情報サービス」

脳がん罹患数予測

693,179
 　　　人2006

851,537
 　　　人

2011

2016

2018

全がん悪性
リンパ腫

1,010,200
 　　　　人

1,013,600
 　　　　人32,400

 　　　  人 

増
加

18,636
 　　　  人 

24,778
 　　　  人 

31,200
 　　　  人 

湘南東部総合病院
泌尿器科

下平 憲治 医師

五
輪
選
手
を
も
襲
っ
た「
悪
性
リ
ン
パ
種
」

　
「
悪
性
リ
ン
パ
腫
は
化
学
療
法
で

　
　
　
　
　

 

完
全
な
治
癒
を
目
指
し
ま
す
」

湘
南
東
部
総
合
病
院
・
血
液
内
科 

岡
部
雅
弘 
医
師

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院

今
、前
立
腺
が
ん
手
術
は「
ダ・ヴ
ィ
ン
チ
」の
時
代

湘
南
東
部
総
合
病
院
の
医
師
が
講
師
と
な
っ
て
昨
秋
開
催

「
前
立
腺
」講
座
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
殺
到
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2月28日（木）13：30～15：00日 時

会 場

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜1-12

医学講座 参加無料参加無料

ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室

JR平塚駅南口より徒歩15分

平塚駅

湘南
海岸公園

交番
高浜公園前

南口
バスターミナル

134

ふれあい
平塚ホスピタル

アクセス

お問合せ

知っておきたい漢方のいろは
　今月の医学講座は、毎回大好評の宮田
篤志医師（日本東洋医学会漢方専門医）
による漢方講座「知っておきたい漢方の
いろは」を開催いたします。漢方診療とは
どのようなものかを、皆さまにわかりやすく
説明いたします。

次回予告

講 

師

ふれあい平塚ホスピタル
内科・総合診療科
宮田 篤志 医師
日本東洋医学会 漢方専門医

3月28日（木）開催
【講師】 大倉直人 作業療法士「肩こりについて～予防と対策～（仮）」

キリトリ

キリトリ

キ
リト
リ

キ
リト
リ

湘南ふれあいの園 湘南東部 ☎０４６７ー５７ー ６０５０申込み

これで安心！老人ホームの選び方

老人ホームの種類・費用・サービスの違いや、働いているスタッフ、
重要な書類の見方、資金計画のヒントなどを、具体的に説明します
高齢者の家族をもつ方、またはご本人、親戚・知人などが
高齢の方など、どなたでも参加可能です

2月16日（土）
14時～15時45分日時

湘南ふれあいの園
2階ラウンジ
（JR茅ケ崎駅北口から徒歩５分）

先着申込み順 30名　定員

内容

対象

高齢者介護SOS
！

こんな時どうする
？

賢く老人ホームを
選択する方法

実際の老人ホームを紹介「ナーシングホーム元町」「湘南ふれあいの園湘南東部」など湘南エリアを中心に
入居のタイミングなど
将来設計の一助に！自宅介護で起きる

困難なケースを実
例紹介

茅ケ崎駅
茅ケ崎駅前

ココ
1

茅ヶ崎
市役所

茅ケ崎中央病院

会場

今年初めての
無料開催！！

４大イベントの一つ「新年会」の様子＝ 2019 年１月撮影

四
季
を
感
じ
ら
れ
る
ド
ラ
イ
ブ
な

ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
元
気
な
入
居
者
が
多
い

の
は
、
活
発
な
レ
ク
活
動
と
、
仲

間
と
の
充
実
し
た
生
活
が
影
響
し

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
「
さ
ら
に
当
ホ
ー
ム
は
、
協
力

医
療
機
関
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
傘
下

の
連
携
体
制
に
あ
る
の
で
、
急
変

時
の
救
急
搬
送
の
ほ
か
、
医
師
・

歯
科
医
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
往

診
、
理
学
療
法
士
・
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
療
法
な
ど
、

ホ
ー
ム
に
居
な
が
ら
病
院
同
様
の

診
療
や
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

協
力
医
療
機
関
へ
の
通
院
・
入

院
に
際
し
て
は
、
ホ
ー
ム
の
看
護

師
・
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
（
ま
た
は

移
送
）
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
」

　

︱
︱
︱
そ
れ
は
安
心
で
す
ね
。

し
か
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
い
の
で
す
か
？

　
「
い
い
え
。
同
行
・
移
送
に
係

る
費
用
は
、
月
額
利
用
料
お
よ
び

介
護
保
険
料
に
係
る
利
用
費
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
医
療

機
関
と
の
連
携
で
、
幅
広
く
対
応

で
き
る
安
心
感
も
お
届
け
す
る
こ

と
が
、
当
ホ
ー
ム
の
指
命
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

当
ホ
ー
ム
へ
の
ご
質
問
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
ご
入
居
に
関

す
る
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
お
電

話
（
☎︎
０
４
６
７
・
８
８
・
２
５
０

０
）く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

　
︱
︱
︱
写
真
か
ら
、
新
年
ら
し

い
行
事
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
ご
家
族
の
参
加
は
、
こ
の
新

年
会
だ
け
で
す
か
？

　
「
い
い
え
。
こ
の
よ
う
な
４
大

イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
お
誕
生

会
も
ご
一
緒
に
参
加
し
て
、
お
祝

い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

当
ホ
ー
ム
で
は
、
ご
入
居
者
さ

ま
と
ご
家
族
さ
ま
が
ホ
ー
ム
で
一

緒
に
楽
し
む
時
間
や
空
間
を
大
切

に
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
ホ
ー
ム
は
、
小
規
模
で
あ
り
、

ア
ク
セ
ス
の
良
い
施
設
だ
か
ら
こ

そ
、
実
現
可
能
な
も
の
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
確
か
に
大
き
な
魅
力
で

す
ね
。
ほ
か
に
楽
し
め
る
内
容
が

あ
っ
た
ら
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
「
は
い
。
施
設
内
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
と
、
大
き
な
も
の

か
ら
小
さ
な
活
動
ま
で
多
々
あ
り

ま
す
が
、
例
え
ば
日
常
的
な
風
景

で
す
と
、
ご
入
居
者
さ
ま
同
士
で

花
壇
の
お
手
入
れ
や
、
囲
碁
・
将

棋
な
ど
の
娯
楽
を
楽
し
ま
れ
て
い

る
姿
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

外
出
レ
ク
で
は
、
伸
び
伸
び
と

　

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
は
、

安
全
・
安
心
な
生
活
の
提
供
の
ほ

か
、
生
き
生
き
・
充
実
し
た
人
生

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
た
め
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
、
季
節
行

事
に
力
を
入
れ
て
い
る
老
人
ホ
ー

ム
で
す
。

　

今
回
は
、
同
ホ
ー
ム
で
「
４
大

イ
ベ
ン
ト
」
と
称
し
て
入
居
者
家

族
も
参
加
で
き
る
「
新
年
会
」「
夏

ま
つ
り
」「
敬
老
会
」「
ク
リ
ス
マ

ス
会
」
の
う
ち
、
先
月
行
な
わ
れ

た
「
２
０
１
９
年
新
年
会
」
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
︱
︱
︱
先
月
の
新
年
会
は
例
年

ど
お
り
、
入
居
者
の
ご
家
族
も
一

緒
に
参
加
さ
れ
た
の
で
す
か
？

　
（
施
設
ス
タ
ッ
フ
・
以
下
同
）「
は

い
。毎
年
恒
例
の
行
事
で
す
の
で
、

皆
さ
ま
ご
予
定
を
組
ん
で
い
た
だ

い
た
よ
う
で
、
大
勢
の
ご
家
族
さ

ま
が
ご
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
笑
い
が
響
き
わ
た
る
楽
し
い

会
と
な
り
、『
今
年
も
よ
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
』
と
の

お
声
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
」

　

湘
南
・
茅
ヶ
崎
の
国
道
１
号
沿
い
に
あ
る
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
」（
茅
ヶ

崎
市
元
町
10
の
３
、茅
ケ
崎
駅
か
ら
徒
歩
７
分
）
は
、「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」「
茅

ケ
崎
中
央
病
院
」「
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
」
な
ど
医
療
面
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
受
け
て
い
る
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
医
療
連

携
を
行
な
い
、
入
居
者
や
そ
の
家
族
に
安
心
感
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
座
右
の
銘
は
「
一
期
一

会
」。
こ
れ
ま
で
定
位
放
射
線
治

療
機
器
「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」
を

通
し
て
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を

経
験
し
、
日
々
の
診
療
に
お
い
て

大
事
に
し
て
い
る
言
葉
で
す
。「
良

性
・
悪
性
問
わ
ず
『
脳
腫
瘍
』
と

告
知
さ
れ
れ
ば
、
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
、
藁
を
も
掴
む
思
い
で

私
の
外
来
を
受
診
さ
れ
ま
す
。
手

術
で
外
科
的
に
摘
出
す
る
こ
と
が

難
し
い
、
あ
る
い
は
手
術
後
の
再

発
、
そ
も
そ
も
手
術
の
適
用
に
な

ら
な
い
よ
う
な
症
例
で
も
『
サ
イ

バ
ー
ナ
イ
フ
』
で
治
療
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
」

　

○
…
定
位
放
射
線
治
療
機
器
の

一
つ
で
あ
る「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」

は
、
数
百
本
の
Ｘ
線
の
ビ
ー
ム
を

多
方
向
か
ら
病
巣
に
集
中
さ
せ
、

周
囲
の
正
常
組
織
を
で
き
る
限
り

温
存
し
た
上
で
病
巣
に
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
に
照
射
す
る
治
療
で
す
。
こ

の
治
療
と
の
出
会
い
は
２
０
０
９

年
の
秋
。
か
つ
て
自
身
が
経
験
し

た
症
例
か
ら
「
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
」

に
興
味
を
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

す
で
に
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
を
導
入

し
て
い
た
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ

ン
タ
ー
の
脳
神
経
外
科
部
長
に
声

を
か
け
ら
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
に
赴

任
し
ま
し
た
。
８
年
半
で
積
み
上

げ
た
症
例
は
２
９
４
０
例
。
そ
の

数
は
全
国
36
カ
所
に
導
入
さ
れ
て

い
る
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
の
施
設
で

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。

　

○
…
「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、

病
変
追
尾
シ
ス
テ
ム
が
搭
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
治
療
中
に
自
動
的

に
位
置
合
わ
せ
を
し
て
く
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
、
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ

の
よ
う
に
頭
蓋
骨
に
ピ
ン
を
打
っ

て
固
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
複
数
回
の
分
割
照
射

も
可
能
な
た
め
、
よ
り
大
き
い
腫

瘍
や
大
事
な
神
経
に
接
近
し
て
い

る
病
変
に
も
対
応
で
き
ま
す
。
適

用
は
脳
腫
瘍
に
限
ら
ず
、
頭
頚
部

領
域
、
体
幹
部
領
域
へ
拡
大
し
て

い
ま
す
」。
こ
の
サ
イ
バ
ー
ナ
イ

フ
は
現
在
建
設
中
の
茅
ケ
崎
中
央

病
院
に
来
年
設
置
さ
れ
ま
す
。「
小

中
高
と
鎌
倉
で
育
っ
た
の
で
、
湘

南
は
馴
染
み
の
あ
る
地
で
す
。
導

入
に
向
け
万
全
な
準
備
を
進
め
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ま
に
こ

の
治
療
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」。
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

野村 竜太郎 医師
 （のむら りゅうたろう）　　　　

湘南東部総合病院
【脳神経外科】

医学博士
日本脳神経外科学会 指導医・専門医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医

 

約
３
０
０
０
症
例
の
実
績
を
も
つ

　
　
　

脳
腫
瘍
の「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

こ
の「
人
」に
聞
く

各専門職によるリハビリの主な効果

理学療法士
痛みの軽減や、
基本動作（立ち上がり・
歩行など）の向上PT

作業療法士
日常生活動作の向上、
上肢機能の改善、
高次脳機能障害の改善

OT

言語聴覚士
コミュニケーション能力
と嚥下機能の向上ST

国
家
資
格
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
が

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
て
い
る

の
専
門
知
識
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
が

対
応
し
て
い
る
安
心
感
は
、
利
用

者
ご
家
族
も
実
感
し
て
い
る
よ
う

で
、『
リ
ハ
ビ
リ
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
全
身
の
健
康
状
態
を
把
握

し
た
上
で
対
応
し
て
く
れ
る
の
で

助
か
る
』
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
『
短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
』
で

は
、
90
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
個
別
リ
ハ
ビ
リ
・
自

主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
生
活
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
の
必
要
最
小
限
の
メ

ニ
ュ
ー
を
効
率
良
く
提
供
し
て
お

国
家
資
格
を
も
っ
て
お
り
、
利
用

者
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
最
適

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
各
職

種
の
専
門
性
を
活
か
し
た
リ
ハ
ビ

リ
＝
左
表
参
照
＝
を
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
平
塚
Ｈ
Ｐ
ス
タ
ッ
フ
よ
り

　
「
病
院
の
中
で
、
し
か
も
医
療

で
は
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
対
象
に
、
身

体
・
生
活
機
能
の
維
持
・
改
善
を

目
的
と
し
た
短
時
間
の
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

高
い
専
門
性
と
利
便
性

　

同
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

の
特
徴
は
、「
専
門
性
の
高

さ
」
と
「
利
用
し
や
す
さ
」

を
両
立
さ
せ
て
い
る
点
で

す
。
一
般
的
に
通
所
リ
ハ

ビ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
、

施
設
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ

て
差
が
あ
る
の
が
実
情
で

す
が
、
同
院
で
は
担
当
ス

タ
ッ
フ
全
員
が
、
理
学
療

法
士
／
作
業
療
法
士
／
言

語
聴
覚
士
の
い
ず
れ
か
の

病
院
が
提
供
す
る
介
護
リ
ハ

　
「
日
常
生
活
の
動
作
に
不
安
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
退
院
後

も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続

し
た
い
」と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん

か
？
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

り
ま
す
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、

『
通
院
・
通
所
に
時
間
を
か
け
た

く
な
い
』『
食
事
や
入
浴
は
家
で

し
た
い
』
と
い
う
利
用
者
さ
ま
か

ら
の
声
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
方

か
ら
『
と
て
も
通
い
や
す
い
』
と

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
ご
連
絡
・
ご
相
談
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
」。（
取
材
協
力
／

同
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

ふれあい
平塚ホスピタル
リハビリテーション科
平塚市袖ヶ浜1-12

☎0463-22-4105（代表）

平塚駅

湘南
海岸公園

交番高浜公園前
南口バスターミナル

134

ココ

駅から徒歩圏内で、車のアクセスも良い

入
居
者
の
元
気
の
源
は

家
族
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
と
充
実
生
活

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
（
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
）

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

専
門
職
だ
か
ら
で
き
る

短
時
間
で
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
！

2



今月のイチオシ

Recruit Information

茅ヶ崎市行谷 パ正市内循環、最寄駅までの無料バス利用で通勤楽々♫

ふれあいの丘
〒253-0007 茅ヶ崎市行谷602-1

☎0467-54-8111
http://www.fureai-g.or.jp/oka/

まずはお電話（8:30～17:30）
ください。面接時に履歴書（写真
貼付）をご持参いただきます。

応 

募

② 介護士〈入所〉

7：30～16：30
8：30～17：30
10：00～19：00
【夜勤】17：00～翌9：00

給 

与

月給218,400円～
※夜勤（月4回）・諸手当含む、経験5年以上の例

時給1,200円・夜勤1回18,500円
※夜勤のみ可、そのほか時間帯・日数など応相談

時 

間

③ 看護師

給 

与

8：30～17：30

8：30～17：30
9：30～18：30
【夜勤】17：00～翌9：00

月給313,000円～
※夜勤（月4回）・諸手当含む、
　経験5年以上の例

時給1,500円～
※時間帯・日数など応相談

時 

間

① 介護福祉士〈入所〉

7：30～16：30
8：30～17：30
10：00～19：00
【夜勤】17：00～翌9：00

月給243,500円～
※夜勤（月4回）・諸手当含む、経験5年以上の例

時給1,300円・夜勤1回20,000円
※夜勤のみ可、そのほか時間帯・日数など応相談

給 

与

時 

間

給 

与

月給269,100円～
※夜勤（月4回）・諸手当含む、
　経験5年以上の例

時給1,200円～
※時間帯・日数など応相談

時 

間

④ 准看護師

8：30～17：30

8：30～17：30
9：30～18：30
【夜勤】17：00～翌9：00

正社員 パート 送迎バス有

車通勤可 ユニフォーム支給

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

湘南の自然豊かな土地で 伸び伸びと働こう！

社会保険完備、交通費支給（上限5万円）、ユニフォーム支給、車通勤可（無料駐車場あり）、最寄駅方面の送迎バス無料（茅ケ崎駅・湘南台駅）、各種手当、研修制度
　年間休日121日、試用期間3カ月、昇給年1回、賞与年3回（例年実績4カ月）待遇

医療法人社団 康心会
介護老人保健施設

看護・
リハビ

リ・

医療事
務の

スペシ
ャリス

ト

になろ
う！

入試のご案内 ー２０１９年度生募集ー

ＡＯ入試

1／19（土）～２／２８（木）出願期間

医療ビジネス観光情報専門学校
☎042-744-9711

面接、適性検査

2／9（土）、3／2（土）試験日
試験
科目

一般入試
（理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科）

2／18（月）～2／28（木）出願期間
3／6（水）試験日
理学療法学科、作業療法学科
▶面接、小論文、英語
言語聴覚学科 ▶面接、作文

試験
科目

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
☎0467-88-6611

一般入試

面接、国語総合、作文、
基礎学力（計算）

1／29（火）～2／12（火）出願期間
2／16（土）試験日

試験
科目

下田看護専門学校
☎0558-25-2211

一般入試

面接、国語総合、数学、
小論文

2／1（金）～2／22（金）出願期間
3／2（土）試験日

試験
科目

茅ヶ崎看護専門学校
☎0467-86-6011

医療・保健・福祉・教育の
「ふれあいグループ」
学校法人 湘南ふれあい学園

医療・保健・福祉・教育の
「ふれあいグループ」
学校法人 湘南ふれあい学園

出願

選考

【第７回】 
２／１４（木）～2／２８（木）
【第８回】 
３／１（金）～３／１２（火）

小論文（800字以内）

結果 出願最終日より10日以内

授業料 355,000円
（実習費含む、教材費別）

修業年限 1年6カ月

特典

問
合
せ

厚労省教育訓練給付制度指定講座

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
社会福祉専攻科
☎0467（88）6725

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
社会福祉専攻科

JR茅ヶ崎駅徒歩18分

ど
の
た
め
に
、
通
信
教
育
の
方
法

で
学
習
を
進
め
る
学
科
な
の
で
、

学
習
の
柱
は「
自
宅
学
習
・
レ
ポ
ー

ト
作
成
」
と
「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」

で
す
。
福
祉
系
実
務
の
未
経
験
者

に
は
、
同
校
指
定
施
設
で
24
日
間

程
度
の
実
習
（「
相
談
援
助
」
に

関
す
る
も
の
）
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　
「
厚
労
省
教
育
訓
練
給
付
制
度

指
定
講
座
」
の
た
め
、
各
種
補
助

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
同
校

社
会
福
祉
専
攻
科
へ
お
電
話
を
。

社
会
福
祉
専
攻
科

　

社
会
福
祉
専
攻
科
は
通
信
課
程

の
学
科
で
す
。
次
年
度
の
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
勉
強
し
た
い
人
な

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科
☎0467（88）6611

茅ヶ崎市南湖１‒６‒１１

三次元動作解析装置を用いた授業の様子

問合せ

は
、
脳
卒
中
に
よ
る
歩
行
障
害
の

分
析
や
、
痛
み
を
抱
え
る
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
分

析
、
手
術
前
後
の
動
作
の
比
較
な

ど
に
つ
い
て
、
全
身
の
動
き
を
捉

え
て
関
節
な
ど
の
部
位
の
動
き
を

分
析
す
る
も
の
で
す
。

　

従
来
の
Ｘ
線
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な

ど
で
は
静
止
状
態
で
の
評
価
（
静

的
評
価
）
で
あ
る
た
め
、
実
際
に

関
節
の
痛
み
が
生
じ
る
歩
行
や
階

段
の
動
作
中
の
評
価（
動
的
評
価
）

が
で
き
て
い
な
い
点
が

課
題
で
し
た
。　

　

こ
の
装
置
か
ら
得
ら

れ
る
情
報
は
、
理
学
療

法
士
が
立
案
す
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
大
い
に
役
立

つ
の
で
、
作
成
能
力
を

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
茅
ヶ
崎
市
南
湖
に

通
学
す
る
全
日
制
学
科
（
理
学
療

法
学
科
／
作
業
療
法
学
科
／
言
語

聴
覚
学
科
）
の
ほ
か
、
通
信
制
学

科（
社
会
福
祉
専
攻
科
）が
そ
ろ
っ

た
医
療
・
福
祉
の
専
門
学
校
で
す
。

理
学
療
法
学
科

　

三
次
元
動
作
解
析
装
置
を
用
い

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置

出　願 2/18（月）～2/27（水）
※インターネット出願

大学 　一般入試Ⅲ期
● 看護学科
● リハビリテーション科
　〈理学療法学専攻／作業療法学専攻〉　

受験日 3/4（月）

科　目 【看護学科】 英語、国語、面接
【リハビリテーション科】 英語、面接

出　願 2/27（水）～3/11（月）

大学院 推薦・一般・
社会人特別入試Ⅲ期

保健医療学研究科

受験日 3/18（月）

科　目 英語、面接、専門科目※

※一般入試のみ

健
医
療
学
研
究
科
」
の
入
学
試
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
要
項
（
送
付
無
料
）
の

請
求
や
詳
し
い
情
報
は
、
同
大

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

電
話
（
入
試
事
務
室
直
通
☎︎

０
４
５
・
８
２
１
・
０
１
１
５
）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
入
試
シ
ー
ズ
ン
も
あ
と

わ
ず
か
。

　

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
に
あ

る
「
湘
南
医
療
大
学
」
で
は
、
一

般
入
試
（
看
護
学
科
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
〈
理
学
療
法
学

専
攻
／
作
業
療
法
学
専
攻
〉）
の

ほ
か
、今
春
開
設
す
る
大
学
院「
保

◁完成イメージ
 （茅ヶ崎市役所側から）

▽正面イメージ
 （国道１号側・
　     茅ケ崎駅側から）

養
う
た
め
に
、
同
校
で
は
積
極
的

に
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

医
師
が
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
自
由
自
在
に
動
き
、
集
中

的
に
放
射
線
を
腫
瘍
に
投
与
す
る

（
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
照
射
）。「
が
ん
等

の
腫
瘍
を
切
ら
ず
に
治
療
が
で
き

る
手
術
」
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
。
患
者
へ
の
負
担
が
少
な

い
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
主
に
頭
蓋

底
を
は
じ
め
と
す
る
首
か
ら
上
に

発
生
し
た
腫
瘍
へ
の
対
応
が
可
能
。

本
館
で
現
在
、
診
療
継
続
中

　

同
院
ス
タ
ッ
フ
は
「
こ
れ
ま
で

も
当
院
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医

療
機
関
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
診
療
機
能

や
治
療
、
療
養
環
境
を
向
上
さ
せ

た
先
進
的
な
医
療
に
対
応
で
き
る

地
域
病
院
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
そ
の
間
、
患
者
さ
ま
や
ご
家

族
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
な
ど
多

く
の
方
々
に
ご
迷
惑
・
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
部
の
診
療
は
休
止
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
館
で

入
院
・
外
来
診
療
は
継
続
し
て
お

り
ま
す
。
ご
質
問
な
ど
、
ご
遠
慮

な
く
当
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

▽
眼
科

▽
皮
膚
科

▽
人
工
透
析
内
科

▽
放
射
線
科

▽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

新
設
の
医
療
機
能
も
多
い

　

現
在
は
、
国
道
１
号
沿
い
側

の
工
区
で
あ
る
「
第
１
期
工
事
」

（
２
０
２
０
年
２
月
完
了
予
定
）

が
進
行
中
で
あ
り
、
許
可
病
床
数

の
増
床
（
１
０
０
床
）
の
ほ
か
、

救
急
外
来
（
24
時
間
３
６
５
日
対

応
）、
手
術
室
（
４
室
）、「
内
視

鏡
セ
ン
タ
ー
」、「
人
工
透
析
セ
ン

タ
ー
」
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
注
目
は
、
新
設
医
療
機

能
が
多
い
こ
と
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
４
床
）

や
、「
聴
覚
人
工
内
耳
セ
ン
タ
ー
」、

「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
※
」

が
新
設
さ
れ
ま
す
。

※
「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」
と
は
、
定

位
放
射
線
治
療
の
専
用
医
療
機
器

の
こ
と
。
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
先

端
に
取
り
つ
け
ら
れ
た
放
射
線
治

療
装
置
が
、
人
間
の
体
の
周
り
を

地
域
医
療
を
担
う
新
病
院
へ

　

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
11
月

開
院
か
ら
約
40
年
を
経
過
し
た
こ

と
に
と
も
な
い
、
大
規
模
災
害
に

対
応
で
き
る
耐
震
性
な
ど
の
整
備

と
、
新
時
代
の
医
療
機
器
や
療
養

環
境
を
備
え
た
新
病
院
へ
と
進
化

す
る
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」（
茅
ヶ

崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３
）。
Ｊ

Ｒ
茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩
３
分

と
い
う
好
立
地
で
、
幅
広
い
患
者

に
対
応
で
き
る
病
院
を
目
指
し
て

現
在
、
段
階
的
に
建
て
替
え
工
事

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
主
に
次
の

診
療
科
目
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
総
合
内
科

▽
消
化
器
内
科

▽
循
環
器
内
科

▽
呼
吸
器
内
科

▽
消
化
器
外
科

▽
整
形
外
科

▽
脳
神
経
外
科

▽
心
臓
血
管
外
科

▽
耳
鼻
咽
喉
科

　

国
道
１
号
沿
い
に
あ
る
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」
は
現
在
、
一
部
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中

で
す
。
２
０
２
０
年
２
月
（
予
定
）
に
完
成
す
る
現
在
の
工
事
部
分
に
は
、
新
世
代
の
放
射

線
治
療
を
行
な
う
「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
な
ど
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

一
部
工
事
中
の
茅
ケ
崎
中
央
病
院

先
進
医
療
機
能
の
新
設
で

　
　
　
　

 

来
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

特 集

茅ケ崎中央病院は、２０２２年２月（予定）までに全棟の完全建替えを行ないます。
アクセス最良の基幹病院として、より良い地域医療の提供を目指していきます。

茅ヶ崎市

〒253-0041
神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3｠

第１期工事〈２０２０．２月完了予定〉
● 許可病床１００床に増床
● 24時間３６５日対応の救急外来の本格化
● ICU（集中治療室）新設、４床設置
● 手術室の増強（４室設置）

● 「サイバーナイフセンター」新設
● 「聴覚人工内耳センター」新設
● 「内視鏡センター」設置
● 「人工透析センター」拡張 など

（2019.1現在）

● 許可病床３２４床に増床
  （ICU4床含む）
● 回復期リハビリテーション病棟の設置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

第2期工事〈２０２2．２月完了予定〉 （2019.1現在）

工事中の様子

リニューアル工事・リニューアル工事・完成予定のお知らせ

医療法人社団 康心会

茅ケ崎中央病院
茅ケ崎駅

1

茅ヶ崎 
市役所 ココ

一部工事（第１期）
部分を除き現在、開業中
一部工事（第１期）
部分を除き現在、開業中

0467-86-6530（代表）　　 0467-87-5119TEL FAX

取材協力／茅ケ崎中央病院

定位放射線治療機器「サイバーナイフ」

三
次
元
解
析
に
よ
る
学
習
や
現
場
実
習
が
充
実

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

ま
だ
間
に
合
う
！
大
学
・
大
学
院
入
試

湘
南
医
療
大
学

3



医学講座 参加無料参加無料

2月25日（月）14：00～15：00日 時

会 場 茅ケ崎新北陵病院 2階 多目的室

アクセス

お問合せ
茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（担当 香川）
茅ヶ崎市行谷583-1

湘南ふれあいの園から無料シャトルバス

茅ケ崎駅

寒
川
駅

1

45
47

404

新湘南バイパス

茅ケ崎
新北陵
病院

シャトル
バス
乗り場

湘南
ふれあいの園

冬に多いお肌のトラブル ～乾燥肌と皮脂欠乏性湿疹とは？～
　寒さが厳しく乾燥するこの時季の正し
いお肌のお手入れ方法をご存知ですか？
今回は、「冬に多いお肌のトラブル」を未
然に防ぐお手入れ方法とお肌の病気に
ついてお話します。
　ご近所の方もお誘い合わせの上、皆さま
お気軽にご参加ください。

次回予告

講 

師

茅ケ崎新北陵病院
皮膚科

林 良恵 医師

3月26日（火）14:00から開催

2月28日（木）14：00から日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

JR茅ケ崎駅北口より徒歩5分

湘南ふれあいの園 2階 ラウンジ

辻堂

中央公園

平塚

北口

1

茅ケ崎駅

茅ケ崎
中央病院茅ヶ崎市役所

湘南
ふれあいの園

茅ケ崎駅前

アレルギー性鼻炎と睡眠時無呼吸症候群に対する
4K内視鏡下レーザー治療
　子供から大人まで、アレルギー性鼻炎な
どによる鼻づまりがあると、口呼吸になり、
睡眠時のいびき・無呼吸などを生じること
があります。これに対する４Kハイビジョン
内視鏡下のレーザー治療を紹介します。
次回予告

講 

師

茅ケ崎中央病院
耳鼻咽喉科

峯川 明 医師

3月28日（木）14:00から開催
【講師】 糖尿病専門外来　植木彬夫 医師
「血糖値を上げない食べ方 ～カロリー制限、糖質制限はもう古い～」

茅ケ崎中央病院
耳鼻咽喉科

渡邊 浩基 医師

な
い
症
例
も
あ
り
ま
す
」

日
帰
り
で
負
担
軽
減

　
（
渡
邊
Dr.
）「
局
所
麻
酔
ま
た
は

全
身
麻
酔
で
の
手
術
治
療
に
な
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
日
帰
り
が

可
能
で
す
。

　

チ
ュ
ー
ブ
は
自
然
に
抜
け
て
い

く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
自

然
に
抜
け
な
い
場
合
、
中
耳
炎
の

治
り
具
合
を
み
な
が
ら
、
病
院
で

抜
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

気
に
な
る
症
状
や
こ
の
治
療
内

容
に
つ
い
て
な
ど
、
質
問
や
相
談

は
、
お
気
軽
に
当
院
の
耳
鼻
咽
喉

科
へ
ご
来
院
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
」。   〈
取
材
協
力
〉

ブ
を
入
れ
て
行
な
う
治
療
で
す
。

　

通
常
は
数
日
で
閉
じ
て
し
ま
う

鼓
膜
の
穴
に
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
て

数
カ
月
〜
１
年
以
上
の
間
、
開
い

た
ま
ま
に
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

こ
の
チ
ュ
ー
ブ
を
留
置
す
る
治

療
は
、
服
薬
や
処
置
で
改
善
し
な

い
重
症
の
場
合
で
も
、
約
80
％
の

割
合
で
改
善
し
て
い
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
再
発
に
よ
っ
て
、
再
び

チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
（
渡
邊
Dr.
）「
当
院
（
茅
ケ
崎
中

央
病
院
）
の
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
、

く
り
返
す
『
滲
出
性
中
耳
炎
』
に

対
し
、
鼓
膜
に
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ

る
手
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
手
術
は
、
鼓
膜
に
小
さ
な

シ
リ
コ
ン
や
テ
フ
ロ
ン
の
チ
ュ
ー

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
（
☎︎
０
４
６
７
・
８
６
・
６
５
３
０
）

で
は
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
「
滲
し
ん
し
ゅ
つ
せ
い
ち
ゅ
う
じ
え
ん

出
性
中
耳
炎
」
の
手
術
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
渡
邊
浩
基
医
師
が
解
説
し
ま
す
。

発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
中
耳

に
た
ま
る
液
体
は
、
中
耳
の
粘
膜

か
ら
し
み
出
た
も
の
で
す
。
水
泳

や
洗
髪
に
よ
っ
て
耳
（
外
耳
道
）

に
入
っ
た
水
が
中
耳
ま
で
届
く
こ

と
は
、通
常
で
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

し
っ
か
り
と
し
た
治
療
が
前
提

　

滲
出
性
中
耳
炎
は
適
切
な
治
療

を
受
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合

は
完
治
で
き
ま
す
。
し
か
し
治
療

に
は
時
間
を
要
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
根
気
強
く
通
院
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
治
療
が
不
十

分
だ
と
、「
癒
ゆ
ち
ゃ
く
せ
い

着
性
中
耳
炎
」
や

「
真
し
ん
じ
ゅ
し
ゅ
せ
い

珠
腫
性
中
耳
炎
」
を
引
き
起

こ
し
、
手
術
入
院
す
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ず
、
か
え
っ
て
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の

で
放
置
は
い
け
ま
せ
ん
。
症
状
に

心
当
た
り
が
あ
る
人
は
す
ぐ
に
耳

鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
人
も
発
症
し
ま
す
が
、
３
〜

10
歳
で
起
こ
り
や
す
く
子
ど
も
の

難
聴
の
原
因
と
し
て
、
こ
の
滲
出

性
中
耳
炎
が
最
も
多
い
も
の
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

急
性
中
耳
炎
が
完
治
せ
ず
に
…

　

で
は
、
ど
う
し
て
滲
出
性
中
耳

炎
を
発
症
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

原
因
と
し
て
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る

の
が
、
急
性
中
耳
炎
が
十
分
に
治

り
き
ら
ず
、
鼓
膜
の
内
側
で
膿
が

滲
出
液
と
な
っ
て
残
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
鼻
の
病
気
「
鼻
炎
」

や
「
ア
デ
ノ
イ
ド
肥
大
」

（
鼻
の
奥
の
リ
ン
パ
組
織

の
塊
「
ア
デ
ノ
イ
ド
」
が

大
き
い
）
を
抱
え
て
い
る

場
合
も
、
喉
へ
膿
を
排
出

す
る
耳
管
の
働
き
が
に

ぶ
り
、
滲
出
性
中
耳
炎
を

症
状
が
少
な
く
わ
か
り
に
く
い

　
「
滲
し
ん
し
ゅ
つ
せ
い
ち
ゅ
う
じ
え
ん

出
性
中
耳
炎
」
と
は
、
鼓

膜
の
奥
に
あ
る
「
中
耳
腔
」
と
い

う
部
分
に
液
体
「
滲
し
ん
し
ゅ
つ
え
き

出
液
」
が
た

ま
る
病
気
で
す
。

　
「
急
性
中
耳
炎
」
と
異
な
り
、

分
か
り
や
す
い
強
い
痛
み
や
発
熱

が
な
く
、「
聞
こ
え
に
く
い
」
と

い
う
本
人
か
ら
の
う
っ
た
え
で
、

初
め
て
こ
の
病
気
に
気
が
つ
く
こ

と
が
多
い
病
気
で
す
。

茅ケ崎新北陵病院
名誉院長

奥 淳治 医師

や
す
い
病
院
が
よ
い
の
で
す
」

　
︱
︱
︱
合
併
症
に
つ
い
て
、
も

う
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
中
高
年
が
抱
え
る
こ
と
が
多

い
『
糖
尿
病
』『
高
脂
血
症
』
な

ど
が
合
併
し
て
い
る
と
、
特
に
動

脈
硬
化
が
加
速
し
ま
す
。
動
脈
硬

化
の
予
防
あ
る
い
は
早
期
発
見
の

た
め
に
は
、
定
期
的
に
検
査
を
行

な
い
、
専
門
的
な
治
療
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
普

段
は
通
院
し
や
す
く
、
必
要
性
に

応
じ
て
専
門
医
療
機
関
を
き
ち
ん

と
紹
介
し
て
く
れ
る
病
院
を
『
か

か
り
つ
け
』
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ど
の
よ
う
な
内
容
で
も
当

院
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
」。

　
︱
︱
︱
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。〈
取
材
協
力

／
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
〉

す
の
で
、
高
血
圧
治
療
で
は
、
た

だ
漫
然
と
服
薬
す
る
の
で
は
な

く
、
血
圧
変
動
に
応
じ
て
治
療
薬

の
増
減
、
あ
る
い
は
他
剤
の
追
加

な
ど
、
こ
ま
め
な
処
置
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
高
血
圧
症
で
は
、
残
念

な
が
ら
何
ら
か
の
合
併
症
を
生
じ

る
こ
と
が
多
く
、心
臓
・
脳
・
腎
臓
・

大
動
脈
な
ど
の
重
要
臓
器
に
動
脈

硬
化
を
起
こ
し
、
様
々
な
疾
患
発

症
の
可
能
性
に
注
意
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
通
院
し

要
に
な
っ
て
き
ま
す
」

　
︱
︱
︱
長
期
治
療
に
対
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ま
ず
、
長
期
間
に
わ
た
る
服

薬
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
通
い

や
す
い
病
院
で
無
理
な
く
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
継
続
治
療
で

は
、
治
療
の
中
断
を
避
け
る
た
め

の
『
通
院
の
し
や
す
さ
』
が
大
事

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
」

　
︱
︱
︱
な
ぜ
通
院
の
利
便
性
に

重
点
を
置
か
れ
る
の
で
す
か
？

　
「
血
圧
値
は
変
動
す
る
も
の
で

　
︱
︱
︱
高
血
圧
症
患
者
の
治
療

の
注
意
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
奥
医
師
・
以
下
同
）「
高
血
圧

の
治
療
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

治
療
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
治
療
経
過
中
に
、

高
血
圧
に
と
も
な
う
合
併
症
が
出

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
対
応
も
重

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
（
茅
ヶ
崎
市
行
谷
５
８
３
の
１
☎︎
０
４
６
７
・
５
３
・
４
１

１
１
）
で
名
誉
院
長
を
務
め
る
奥
淳
治
医
師
に
、
継
続
が
難
し
い
高
血
圧
症
治
療

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

と
後
悔
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

血
圧
の
変
動
に
惑
わ
さ
れ
る

　

自
覚
症
状
に
乏
し
い
こ
と
に
加

え
、
治
療
が
遅
れ
て
し
ま
う
背
景

に
、
血
圧
の
測
定
値
の
日
内
変
動

も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

血
圧
値
は
一
日
の
内
で
も
上
下

変
動
が
あ
り
、
同
じ
時
間
帯
に
測

定
し
て
も
日
に
よ
っ
て
変
化
し
ま

す
。
脈
拍
な
ど
も
生
活
内
容
に

よ
っ
て
遅
速
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
ほ
ど
の
重
度
の
高
血
圧
症
の

人
で
な
け
れ
ば
、
測
定
時
に
常
に

高
値
を
示
す
こ
と
は
な
く
、
そ
れ

に
よ
っ
て
認
識
が
甘
く
な
り
、
治

療
が
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

自
己
判
断
が
失
敗
の
元

　

高
血
圧
の
治
療
が
必
要
か
否
か

の
判
断
は
、
経
験
の
あ
る
医
師
に

任
せ
ま
し
ょ
う
。
自
己
判
断
に

よ
っ
て
受
診
が
遅
れ
、
適
切
な
治

療
を
始
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
高

血
圧
症
患
者
の
増
加
を
助
長
し
て

い
る
の
で
す
。

理
が
難
し
く
、
国
内
で
高
血
圧
症

患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

乏
し
い
自
覚
症
状

　

で
は
、
な
ぜ
管
理
（
治
療
）
不

足
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ

れ
は
、
自
覚
症
状
の
少
な
さ
に
あ

り
ま
す
。
痛
み
が
な
い
の
を
い
い

こ
と
に
、
血
圧
が
高
く
て
も
放
っ

て
お
い
て
血
管
を
痛
め
、
や
が
て

血
管
が
破
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

状
態
に
な
り
、
全
身
の
動
脈
硬
化

を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

　

日
本
で
は
40
～
50
歳
代
と
い
う

若
い
世
代
で
脳
卒
中
を
発
症
し
、

リ
ハ
ビ
リ
を
懸
命
に
行
な
っ
て
い

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
多

く
が
以
前
か
ら
高
血
圧
を
指
摘
さ

れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
放
置

し
た
過
去
を
も
ち
、「
あ
の
時
、

き
ち
ん
と
治
療
し
て
お
け
ば
…
」

に
よ
っ
て
基
準
は
異
な
る
）。
高

血
圧
の
持
続
に
よ
っ
て
動
脈
硬
化

が
進
行
し
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

高
血
圧
症
に
は
、
適
度
な
運
動

や
塩
分
を
控
え
た
食
事
な
ど
の
生

活
ス
タ
イ
ル
の
是
正
で
改
善
を
目

指
し
ま
す
が
、
効
果
が
み
ら
れ
な

い
場
合
、
降
圧
剤
を
用
い
た
血
圧

管
理
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
管

生
活
習
慣
病
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　
「
高
血
圧
症
」
は
、
い
わ
ゆ
る

生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
る
も
の
の

中
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
病
気
の
一

つ
で
す
。
一
般
的
に
は
、
病
院
な

ど
の
診
察
室
で
計
測
し
た
収
縮
期

血
圧
が
１
４
０
㎜
Hg
以
上
ま
た
は

拡
張
期
血
圧
が
90
㎜
Hg
以
上
の
状

態
を
指
し
ま
す
（
年
齢
や
合
併
症過 去

現 在

①健康診断の結果は…

最高血圧

160  
     mmHg

②自宅での測定は

mmHG

OK!OK!

あの時、
治療して
いれば…

③自己判断で
　きちんと治療
　しなかった…。

検査の時、
たまたま

悪かっただけ！
元気だし大丈夫！

しかし!

内耳

外耳道

耳
管

鼓膜

しんしゅつせい

滲出液がたまる

滲出性中耳炎

鼻

（肥大した）
アデノイド

鼻汁

中耳腔

耳と鼻の構造（イメージ）

耳
鼻
咽
喉
科
の
ド
ク
タ
ー
に
聞
く
⑥

中
耳
炎
に「
鼓
膜
チ
ュ
ー
ブ
留
置
治
療
」

茅
ケ
崎
中
央
病
院
・
渡
邊
浩
基 

医
師

難
聴
の
危
険
！
子
ど
も
の「
滲

し
ん
し
ゅ
つ
せ
い

出
性
中
耳
炎
」

「
高
血
圧
治
療
の
継
続
は
病
院
選
び
が
ポ
イ
ン
ト
」

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
　
奥 

淳
治 

名
誉
院
長

つ
い
放
置
し
て
し
ま
う「
高
血
圧
」

そ
の
原
因
に
迫
る
！
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